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企画課

（件名）『武雄市地域安心・安全情報提供業務』企画提案競技にかかる

優先交渉者の決定について（伺い）

標記の件について、下記の通り応募事業者による提案書審査お よびプ レゼンテーション審

査を実施 し、評価採点結果は以下のとおりとなりました。

つき ましては、下記応募事業者に対し優先交渉者決定通知を行ってよい かお伺いします。

記

１．応募事業者　 １社のみ

オープンデータシティ武雄推進コンソーシア ム（JV）

代表者　　 株式会 社　SHIS　 代表取締役　 杉山　 隆志

※構成員　株式会社SIIIS 、日本ユニシス株式会社、株式会社デイ・ソフトウェア、

株式会社グルージェント　　　　　　　　　　　　　 ∧

２、審査結果　　 ※別紙採点結果表

１次審査（５月 ２４日）

◇事務局による提案書評価と採点 ‥ ‥　 ９８点(12  0 点中）　 ※(81.  67%)

⇒8 割以上の得点があっだので２次審査（プ レゼン・ヒアリング）へ

２次審査 （５月２７日）

◇プ レゼン及びヒアリング･･ ・・・・・・　 ６ ８．４点（８０点中）※（85.5% ）

⇒応募者は１社のみではあったが、総務省委託の実証事業に対して十分な理 解があ

り、総務 省および武雄市との間において情報連携が行える体制・組織生成がなされ

ている事 が確認で きた。今回の事業を委託する事業者と認められる。

(意見)
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オープンデータシティ武雄推進コンソーシアム

代表者　株式会社S  I I I s

代表取締役社長　　杉山　隆志　　様

武 市 フ 第 ／う?　 号

平 成 よぢ`年 ら月∧呶）日

武雄市長　　樋渡　啓祐

武雄市地域安心・安全l青報提供業務受託者選定に係る

優先交渉者の決定について（通知）

標記の件につきまして、ご提出いただいた提案書及びプレゼンテーションの内容を審査した

結果、貴社を優先交渉者として決定しましたので通知します。

今後、契約内容に関する協議について、速やかに対応していただくようお願いいたします。

【担　 当】

武雄市つながる部フェイスブ ック・シ ティ課

情報係　　　　　　　 古川

フェイ スブ ック係　　 小松

Tel 0954-23 一9121/Fax 0954-23-3816

e-mail : facebook-city@cit.y.  takeo. lg. jp
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１、武雄市地域安心・安全情報提供業務委託事業者選定会議

採点項目

採 点 項 目 配点

１次評価( 提案書)

①オープンガバメントプラットフォーム
25

②安心･安全情報提供システム
25

③職員ポータル
20

④災害情報提供システム
20

⑤システム共通
30

１次評価点数の計
１２０

２次評価(プレゼン評価)

①事業全般(理念､ 業務遂行､ 体制)
30

②受託者に求める要件
50

２次評価点数の計 80

採点結果

採点結果 A社(プレゼン) 1次審 査( 提案書評価)

選定委員1 69 98

選定委員２ 69 98

選定委員3 62 98

選定委員4 72 98

選定委員５ 70 98

総合計点 342 490

平均 点 68.4 98.0



武雄市地域安心・安全情報提供業務企画提案競技に

かかる選定評価調書（１次評価）

平成25 年 ５月

評価者（　事務局：フェイスブック・シティ課　）

※採点基準（提案書評価）

○…仕様通りの提案がなされている

×…仕様を満たしていない

△…仕様の一部を満たしていない

ー…提案書に記載されていない



採 点 配 分(1 次:提案書評価)

①オープンガバメントプラットフォーム

（

事務局審査　 ）

情報公開

ファイル
情報公開ファイルの登録・変更・削除が可能か

情報公開ファイルの非公開の設定・解除ができるか

情報公開ファイ ルへのメタデータの追加・変更・削除が出来、全文検索とメタデー タ検索が可

能か ３
１６

住所 住所に関する情報の抽出・変換が行えるか
５

オープン

データ
公開用データの作成が出来るシステムになっているか

オーブンデータの操作（登録・変更・削除）およびキーワード検索が行えるか
８

②安心･安全情報提供システム
データ取得 取り扱 う情報は連携基盤プラットフォームの認証機能をおよびデータ取得API を利用し、オーブ

ンガバメントプラットフォー ムから取得する ５

25

地図表示 WEBブラウザ上に地図地図表示を行い、利用者への地図拡大縮小および移動を行う機能が提供で

きるか

地図上に防犯・災害・工事ほか様々な安心・安全に関わる情報に含まれる位置情報にに応じて

アイコン表示できるか

市が保有する法定図書を取り込み、背景図として表示できるか
10

認証･実名性
住民による防犯・災害・工事ほかの情報の提供を受け付ける機能を有するか

住民との情報連携にはモラルハザードの観点から匿名ではなく実名が望ましい。実名性の担保

はとられているか

認証した利用者、時間、その他実名性を促されるような認証機能によって得られる情報につい

てログが採取できるか ５

汎用性 プラットフォームとして汎用性のあるものとなっているか ５

③職員ポータル
操作 職員が各情報について公開･非公開の設定を行う画面および処理機能が提供されるか

職員が任意の情報の参照･登録･変更･削除を行う画面および処理機能が提供されるか

職員が登録されているファイルについて､ 全文検索やタグ検索を行う画面及び処理機能が提供されるか
５

20

権限･制御 指定ユーザに対して､ 管理者としての特権を与える機能､ 特権の内容を制限･停止する機能を有するか
５

情報登録 住民からの報告登録など､ 職員として対応すべき事象が生じた場合に､ メールもしくは同様のメッセージ

機能による適切な担当者へ通知が行えるか

日付のある情報について､ 簡単な操作にて当市導入済みのGoogleカレンダーに書き出しができるか

あらかじめ用意されたテンプレーﾄによって､ 検索情報とあわせて文書を生成する機能を提供されるか

地図上に公開表示する情報について､庁内の意思決定者による承認プロセスを挟み込んでの実行が

できるか

安心･安全情報提供ｼ･ステムが提供する情報状態管理機能と連携して､ 情報の状態変更が行える機能

があるか ５

業務改善 ＢＰＭ本来の用途として、一般的なワー-タブロー､プロセス管理の機能を提供し、今回趣旨の機能とあわ

せで職員によるシステム抻↓j頻度を高め､業務効率を上げりれるかヽ ５



④災害情報提供システム
マスタデータ

組織･ユーザ･施設･倉庫等のマスタデータを作成･ 更新･削除できるか

組織･ユーザ･施設･備蓄品等のデータをＣＳＶファイル等にて一括登録できるか

PC･ 携帯電話から被災地点の住所や通報内容等の情報､および画像ファイルを登録できるか
３

１６

データの

表示･出力
被害事案ごとの情報を印刷できるか

被害情報を検索し､ 条件にあった事案を一覧表示できるか

―覧表示された被害情報をＣＳＶファイルに出力できるか

消防庁4 号様式(その2) の様式に合わせて集計し､ 集計値を編集･保存できるか

PC･ 携帯電話から避難場所等の情報(開設情報､ライフライン被災情報､避難者数等)を登録できるか

施設情報を検索し､ 条件にあった事案を一覧表示できるか

登録された情報の履歴を保持し、参照できるか

一覧表示された施設情報をＣＳＶファイルにて出力できるか
３

備蓄管理 倉庫ごとに､ 備蓄物資の入庫･出庫･移動を管理し、在庫数を自動計算できるか

備蓄物品の品目名単位などを自由に入力できるか

入出庫の履歴を保持できるか

備蓄物資情報を検索し､ 条件にあった情報を一覧表示できるか

一覧表示された備蓄物資の情報をＣＳＶファイルにて出力できるか
５

地図表示･
職員参集

メール

被害情報､施設情報､ 倉庫などを地図上に表示できるか

住所フリーワード､駅名、郵便番号等で検索ができるか

職員の携帯電話メールアドレスに対し､ 一斉に安否確認メールおよび参集指示メールを送信できるか

職員はメールを受信後､ID とパスワードの入力なしに報告がおこなえるか

職員のメールアドレスは画面から閲覧できないような配慮がなされているか

報告の集計結果をＣＳＶファイルで出力できるか ５

⑤システム共通
共通 システム間での連携が図られているか

災害対 策としてのサ ーバおよび ディスクの冗 長化がとられているか

不正アクセス､ 盗聴その他不正 行為に 対するネットワークセキュリティ対策が講じられている力

認証とアプリケーションに対すろ権限付与 が行われる仕組みか

成果物に関してはその品質が保証されており、かつ､ 管理がなされているか
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事業全般

【　仕　様　項　目】 提案書評価

連携基盤プラットフォーム ○（P28）

ビッグデータ・オープンデータ活用推進協議会 ○（P28）
全体スケジュール ○（P17）

事業推進体制 ○（P26）

事業者の体制 ○（P26）
プロ ジェ クト管理 ○（P18）

納入成果物 ○（P27）

知的財産権等 - ヒアリングで

システム共通項目

【　仕　 様　 項　 目】 提案劃穡
アプリケーション構造 -

アプリケーションセキュリティ - ヒア リン グで

アプリケーション全般要件（外字） -

システム間連携 ○（P16 ）

データ管理およびデータベース機能 -

メールノメツセージ -

ロ グ -

サービスのヘルスチェツク -

スケジューラ -

サービス通常運用時のターンアラウンドタイム -

サービスのタイムアウト対策 -

データ量の当初想定 -

サーバの冗長構成 ○（P15 ）

ディスク構成の冗長化 ○ （P15 ）

サーバの災害対策 ○ （P15 ）

サーバの可用性 ○ （P14 ）

データのバックアップとリストア - ヒア リン グ

サーバ・ストレージの拡張性 ○（P14 ）

ネットワークセキュリティ（不正アクセス、盗聴、通信） ○（P14 ）

ウィルス対策 ○ （P14 ）

データ保護 -

脆弱性対策 -

認証とアプリケーション権限管理 ○（P14 ）

暗号化 -

監査（システム監査ノアクセス監査ノデータベース監査） -

保守・運用要件 ○ （P4）

ネットワーク要件（インターネ ット・オーブンデータ公開） ○ （P5）

ハニドウェア要件（システム要件に対応・拡張性） ○ （P5）

ソフトウェア要件（標準技術） ○（P5）

品質要件（成果物に関する品質管理） ○（P21 ）

テスト要件（レスポン ス測定・検査） ○（P24 ）

クラ イ ア ン| ヽ要 件 - XP以 上で確認



オープンガバメントプラットフォーム

【　仕　 様　項　 目】 掘疆評価
情報公開ファイルの登録、変更、削除 ○ （P12 ）

情報公開ファイルのフォルダ形式での管理 - ヒアリン グ

情報公開ファイルの非公開の設定・設定解除 - ヒア リン グ

情報公開ファイルへのメタデータの追加、変更、削除 - ヒア リン グ

情報公開ファイルへの全文検索とメタデータ検索 ○（P12 ）

住所に関する情報の抽出 ○ （P12 ）

住所に関する情報の変換 ○ （P12 ）

公開用データの作成 ○ （P12 ）

オープンデータの登録、変更、削除 ○ （P12 ）

オープンデータに非公開の設定・設定解除 - ヒ アリン グ

オープンデータのキーワード・属性での検索 ○（P12 ）

安心・安全情報提供システム

【　仕　 様　 項　 目】 提案蕃穡
取り扱う情報は連携基盤プラットフォームの認証機能および

データの取得ＡＰＩを利用してオープンガバメントプラット

フォームより得ること

○（P10 ）

ＷＥＢブラウザ上に地図表示を行い、利用者への地図拡大縮

小および移動を行う機能を提供すること
○ （P10 ）

地図上に防犯、災害、工事ほか様々な安心・安全に関わる情

報に含まれる位置情報に応じてアイコン表示できること
○（P10 ）

利用者が選択操作したアイコンが示す安心・安全に関わる情

報の詳細内容を表示できること
○（P10 ）

保有する法定図書を投入し背景地図として表示できること ○ （P10 ）

利用者による検索条件操作を受付け、検索実行結果の一覧表

示機能を提供すること
○ （P10 ）

情報の性質によって必要となりうるプライバシーへの配慮の

ために、統計的に複数情報を集約的に表示する機能を提供す

ること

○ （P10 ）

住民による防犯、災害、工事ほかの情報の提供を受け付ける。 ○ （P10 ）

本システムにおける住民との情報連携には、モラルハザード

の観点により匿名ではなく実名が望ましい
○ （P10 ）

認証した利用者、時間、その他実名利用を促されるような認

証機能によって得られるその他情報についてログを記録する
○ （P10 ）

汎用プラットフォームとしての機能 ○ （P10 ）

職員ポータル

【　仕　 様　 項　 目】 提案書評f面
職員が各情報について公開・非公開の設定を行う画面および

処理を提供すること。
○ （P11 ）

職員が任意の情報の参照、登録、変更、削除を行う画面およ

び処理を提供すること
○ （P11 ）

職員が登録されているファイルについて、全文検索やタグ検

索などの検索を行う画面および処理を提供すること
○ （P11 ）

指定ユーザに対して、管理者としての特権を与える覬能、特

権の内容を制限したり停止をする機能を提供すること
Ｏ （ＰＨ）

- ・ -



住民からの報告登録など、職員として対応すべき事象が生じ

た場合に、メールもしくは同様のメッセージ機能にて適切な

担当者へ通知を行うこと

○（P11 ）

日付 のある情報について、簡単な操作にて当市導入済みの

Google カレンダーに書き出しを行うこと
○ （P11 ）

あらかじめ用意されたテンプレートによって、検索情報とあ

わせて文書を生成する機能を提供すること
○ （P11 ）

地図上に公開表示する情報について、庁内の意思決定者によ

る承認プロセスを挟み込んでの実行ができること
○（P11 ）

安心・安全情報提供システムが提供する情報状態管理機能と

連携して、情報の状態変更が行える機能を提供すること
○（PII ）

ＢＰＭ本来の用途として、一般的なワークフロー、プロセス

管理の機能を提供し、今回趣旨の機能とあわせて職員による

システム利用頻度を高め、業務効率を上げられるようにする

○（P11 ）

災害情報提供システム

【　 仕　 様　 項　 目】 提案器穡
組織・ユーザ・施設・倉庫等のマスクデータを作成・更新・

削除できること
○（P13 ）

組織・ユーザ・施設・備蓄品等のデータをＣＳＶファイル等

にて一括登録できること
-

ＰＣ・携帯電話から被災地点の住所や通報内容等の情報、お

よび画像ファイルを登録できること
○（P13 ）

被害事案ごとの情報を印刷できること -

被害情報を検索し、条件にあつた事案を一覧表示できること ○（P13 ）

一覧表示された被害情報をＣＳＶファイルに出力できること ○（P13 ）

消防庁４号様式（その２）の様式に合わせて集計し、集計値

を編集・保存できること
-

機能として要求

すべきか

ＰＣ・携帯電話から避難場所等の情報（開設情報、ライフラ

イン被災情報、避難者数等）を登録できること
○（P13 ）

施設情報を検索し、条件にあった事案を一覧表示できること ○（P13 ）

登録された情報の履歴を保持し、参照できること -

一覧表示された施設情報をＣＳＶファイルにて出力できる ○ （P13 ）

倉庫ごとに、備蓄物資の入庫・出庫・移動を管理し、在庫数

を自動計算できること
○ （P13 ）

備蓄物品の品目名 単位などを自由に入力できること ○ （P13 ）

入出庫の履歴を保持できること ○ （P13 ）

備蓄物資情報を検索し、条件にあった情報を一覧表示できる

こと
○ （P13 ）

一覧表示された備蓄物資の情報をＣＳＶファイルにて出力で

きること
○ （P14 ）

被害情報、施設情報、倉庫などを地図上に表示できること ○ （P14 ）

住所フリーワード、駅名、郵便番号等で検索ができること -

職員の携帯電話メールアドレスに対し、一斉に安否確認メー

ルおよび参集指示メールを送信できること
○（P14 ）

職員はメールを受信後、ＩＤとパスワードの入力なしに報告

を行えること
○（P14 ）

職員のメールアドレスは画面から閲覧できないように配慮す

ること
-

報告の集計結果をＣＳＶファイルで出力できること -

-



受託者に求める要件

【　仕　 様　 項　 目】 提案劃穡
当仕様書記載の実施内容を請負期間において遂行可能な体制

を組成すること。
○ （P19 ）

適切な進捗管理を行うことができる十分な体制を確保するこ

と。
○（P19 ）

佐賀県内に本社を置くこと。または、佐賀県内のIT関連企業

と共同企業 体を構成すること。
- 資格審査で確認

情報セキュリティについて、ＩＳＯ／ＩＥＣ等国際的な規格

群のうち情報セキュリティマネジメントに関する認証を得て

いること。尚、プライバシーマークの取得では要件を満たさ

ない。（共同企業体の場合は、構成会社のうち最低一社の認

証を必須とし、その会社が情報セキュリティの確保について

責任を持って対応できる体制となっていること）

○ （P14 ）

個人情報保護に関する相当程度の知見を有すること。 - 資格審査で確認

地域ポータルサイト及び職員ポータルにおける一定の知見・

実績を有すること。
- 資格審査で確認

同規模程度の国の実証事業の参加実績があること。 - 資格審査で確認

地域ポータルサイトにおける企画、コンテンツ作成、サイト

構築までの行程を一貫して実施可能であること。
- 資格審査で確認

本事業の汎用的展開を実施可能な者であり、当該分野に関し

て継続した活動実績を有するものであること。
- 資格審査で確認



採 点 配 分(２次:プレゼンテーション評価)

評価者(

①事業全般

斜ﾉ旻.苅 石

一 一 -

）

基本理念 総務省委託事業であることに対する十分な理解を もっているか

武雄市の行政・施策を理解し、各種情報化施策の推進に寄与する提案か

総務省と事業受託者である武雄市との間での協議に参加、協力できるか

武雄市が参加するビッグデータ・オーブンデータ活用推進協議会との連携を見据えたものか

/こ）

訴
業務遂行 継続性のある事業として提案されているか

無理の無い スケジュール計画となっているか

総務省・他実証団体と連携をし、共通連携基盤の構築が行えるか
ア

体制 委託者である武雄市と密な連絡・連携をし、情報共有が可能か

プロジェクト管理、進捗管理を厳に行える体制となっているか

実証後、最低でも5年間の継続した支援体制が構成できているか。また実証後の業務に対しても

協力体制があるか

ア

②受託者に求める要件

受託者に
求める要件

当仕様書記載の実施内容を請負期間において遂行可能な体制を組成すること。 ､S`

賢

好 く

ぺここ./

う

適切な進捗管理を行うことができる十分な体制を確保すること、 ぶ
佐賀県内に本社を置くこと。または、佐賀県内のIT関連企業と共同企業体を構成すること。 吟
情報セキュリティについて、I  SO/I  EC 等国際的な規格群のうち情報セキュリティマネジ

メントに関する認証を得ていること、尚、プライバシーマークの取得では要件を満たさないっ

(共同企業体の場合は、構成会社のうち最低―社の認証を必須とし、その会社が情報セキュリ

ティの確保について責任を持って対応できる体制となっていること)

4∠

個人情報保護に関する相当程度の知見を有すること、 φ
地域ポー タルサイト及び職員ポータルにおける一定の知見・実績を有すること、 攷
同規模程度の国の実証事業の参加実績かおること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ク 渉
地域ポータルサイトにおける企画、コンテンツ作成、サイト構築までの行程を一貫して実施可

能であること， ダ
本事業の汎用的展開を実施可能な者であり、当該分野に関して継続した活動実績を有するもの

であること,． ｙ



採 点 配 分(２次:プレゼンテーション評価)

①事業全般
評価者(享 下 工 作

）

基本理念 総務省委託事業であることに対する十分な理解を もっているか

武雄市の行政・施策を理解し、各種情報化施策の推進に寄与する提案か

総務省と事業受託者である武雄市との間での協議に参加、協力できるか

武雄市が参加するビッグデータ・オーブンデータ活用推進協議会との連携を見据えたものか
/∂

ソ
業務遂行 継続性のある事業として提案されてい るか

無理の無いスケジュール計画となっているか

総務省・他実証団体と連携をし、共通連携基盤の構築が行えるか
合

体制 委託者である武雄市と密な連絡・連携をし、情報共有が可能か

プロジェ クト管理、進捗管理を厳に行える体制となっているか

実証後、最低でも5年間の継続した支援体制が構成できているか、また実証後の業務に対して も

協力体制があるか

(?

②受託者に求める要件

受託者に
求める要件

当仕様書記載の実施内容を請負期間において遂行可能な体制を組成すること。 ぐ

帽

適切な進捗管理を行うことができる十分な体制を確保すること、 Ｊ
佐賀県内に本社を置くこと。 または、佐賀県内のIT関連企業と共同 企業体を構成すること、 ｊ

情報セキュリティについて、ＩＳＯ／ＩＥＣ等国際的な規格群のうち情報セキュリティマネジ

メントに関する認証を得ていること。尚、プライバシーマークの取得では要件を満たさない、

(共同企業体の場合は、構成会社のうち最低―社の認証を必須とし 、その会社が情報セ キュリ

ティの確保について責任を持って対応できろ体制となっていること)

て

個人情報保護に閔する相当程度の知見を有すること。 弧
地域ポータルサイト及び職員ポータルにおける一定の知見・実績を有すること、 ぐ
同規模程度の国の実証事業の参加実績があること。 竚
地域ポータルサイトにおける企画、コンテンツ作成、サイト構築までの行程を一貫して実施可

能であること,、 歹
本事業の汎用的展開を実施可能な者であり、当該分野に関して継続した活動実績を有するもの

であること、 夕



採 点 配 分(２次:プレゼンテーション評価)

評価者(

①事業全般
末叙 鵈二 ）

基本理念
総務省委託事業であることに対ずる十分な理解をもっているか

武雄市の行政・施策を理解し、各種情報化施策の推進に寄与する提案か

総務省と事業受託者である武雄市との間での協議に参加、協力できるか

武雄市が参加するビッグデータ・オーブンデータ活用推進協議会との連携を見据えたものか
S

’

靭･

業務遂行 継続性のある事業として提案されているか

無理の無いスケジュール計画となっているか

総務省・他実証団体と連携をし、共通連携基盤の構築が行えるか ＆

体制 委託者である武雄市と密な連絡・連携をし囗 青報共有が可能か

プロジェ クト管理、進捗管理を厳に行える体制となっているか

実証後、最低でも5年間の継続した支援体制が構成できているか、また実証後の業務に対しても

協力体制があるか 兮

②受託者に求める要件

受託者に
求める要件

当仕様書記載の実施内容を請負期間において遂行可能な体制を組成すること。 ､5`

似

適切な進捗管理を行うことができる十分な体制を確保すること、 ぶ
佐賀県内に本社を置くこと、または、佐賀県内のIT関連企業と共同企業体を構成すること、 夕

情報セキュリティについて、I  SO/I  EC 等国際的な規格群のうち情報セキュリティマネジ

メントに関する認証を得ていること、尚、プライバシーマークの取得では要件を満たさない、

(共同企業体の場合は、構成会社のうち最低―社の認証を必須とし、その会社が情報セキュリ

ティの確保について責任を持って対応できる体制となっていること) な
個人情報保護に関する相当程度の知見を有すること、 ぶ
地域ポータルサイト及び職員ポータルにおける一定の知見・実績を有すること。 ぶ
同規模程度の国の実証事業の参加実績があること。 ／£）

地域ポー タルサイトにおける企画、コンテンツ作成、サイト裙築までの打程を一貫して実施可

能であること， ３
本事業の汎用的展開を実施可能な者であり、当該分野に関して継続した活動実績を有する もの

であること。 ３

べ
廴

－･



採 点 配 分（２次:プレゼンテーション評価）

評価者（　 特 則

①事業全般

）

基本理念 総務省委託事業であることに対する十分な理解をもっているか

武雄市の行政・施策を理解し、各種情報化施策の推進に寄与する提案か

総務省と事業受託者である武雄市との間での協議に参加、協力できるか

武雄市が参加するビッグデータ・オーブンデータ活用推進協議会との連携を見据えたものか

夕

Ｊｆ
業務遂行 継続性のある事業として提案されているか

無理の無いスケジュール計画となっているか

総務省・他実証団体と連携をし、共通連携 基盤の構築が行えるか

？

体制 委託者である武雄市と密な連絡・連携をし囗 青報共有が可能か

プロジェク| 管ヽ理、進捗管理を厳に行える体制となっているか

実証後、最低でも5年間の継続した支援体制が構成できているか。また実証後の業務に対しても

協力体制があるか

鈩

②受託者に求める要件

受託者に

求める要件

当仕様書記載の実施内容を請負期間において遂行可能な体制を組成すること。 j-

フ

適切な進捗管理を行うことができる十分な体制を確保すること、 ｊ

佐賀県内に本社を置くこと、または、佐賀県内のIT関連企業と共同企業体を構成すること、 夛-

情報セキュリティについて、ＩＳＯ／ＩＥＣ等国際的な規格群のうち情報セキュリティマネジ

メントに関する認証を得ていること、尚、プライバシーマークの取得では要件を満たさない。

(共同企業体の場合は、構成会社のうち最低一社の認証を必須とし、その会社が情報セキュリ

ティの確保について責任を持って対応できる体制となっていること)

戸

個人情報保護に関する相当程度の知見を有すること、 ､ｆ
地域ポータルサイト及び職員ポータルにおける一定の知見・実績を有すること、 か
同規模程度の国の実証事業の参加実績があること、（/ 靠 に卜 口 衫い しヽ Ｊ S）

地域ポータルサイトにおける企画、コンテンツ作成、サイト構築までの行程を一貫して実施可

能であること,．
鳶 ‘

本事業の汎用的展開を実施可能な者であり、当該分野に関して継続した活動実績を有するもの

であること。 ダ

⑤



採 点 配 分(２次:プレゼンテーション評価)

①事業全般
回i者（ ヤ ア所し

）

-

基本理念 総務省委託事業であることに対する十分な理解をもっているか

武雄市の行政・施策を理解し、各種情報化施策の推進に寄与する提案か

総務省と事業受託者である武雄市との間での協議に参加、協力できるか

武雄市が参加するビッグデータ・オーブンデータ活用推進協議会との連携を見据えた ものか 戸
冫冫

業務遂行 継続性のある事業として提案されているか

無理の無いスケジュール計画となっているか

総務省・他実証団体と連携をし、共通連携基盤の構築が行えるか

/∂

体制 委託者である武雄市と密な連絡・連携をし囗 青報共有が可能か

プロジェクト管理、進捗管理を厳に行える体制となっているか

実証後、最低でも5年間の継続した支援体制が構成できているか。また実証後の業務に対して も

協力体制があるか　　　　　　　　　
ｙ　　　　　　　　　　　　　　　　　

丶、

冫-

匯　　　　　　　 ‰Sヽ

②受託者に求める要件

受託者に
求める要件

当仕様書記載の実施内容を請負期間において遂行可能な体制を組成すること、 可

絢子

適切な進捗管理を行うことができる十分な体制を確保すること、 「
佐賀県内に本社を置くこと。または、佐賀県内のIT関連企業と共同企業体を構成すること。 心

情報セキュリティについて、ＩＳＯ／ＩＥＣ等国際的な規格群のうち情報セ キュリティマネジ

メンI にヽ関する認証を得ていることっ尚、プライバシーマークの取得では要件を満たさない、

(共同企業体の場合は、構成会社のうち最低一社の認証を必須とし、その会社が情報セキュリ

ティの確保について責任:を持って対応できる体制となっていること)
夕

個人情報保護に関する相当程度の知見を有すること。 ぐ
地域ポータルサイト及び職員ポータルにおける一定の知見・実績を有すること、 怛
同規模程度の国の実証事業の参加実績があること。 ？

地域ポータルサイトにおける企画、コンテンツ作成、サイト構築までの行程を一貫して実施可

能であること、 fヽ

本事業の汎用的展開を実施可能な者であり、当該分野に関して継続した活動実績を有する もの

であること。 ｙ

句



企画提案競技参加希望者

参加資格審査表

※武雄市地域安心・安全情報提供業務事業委託仕様書中、『6　受託者に求める要件』

オープンデータシティ武雄推進コンソーシアム（JV）

要件／企業名 株式会社sms 日本ユニシ ス グルージェ ント デイ・ソフトウェア

仕様書記載内容を

期間内に遂 行可能

な体制を組成

○（体制図） ○（体制図 ） ○（体制図） ○（体制図）

適切な進捗管理を

行うことが出来る

体制確保

○（体制図） ○（体制図） ○（体制図） ○（体制図）

佐賀県内に本社。

または、佐賀県内

のIT 関連企業と共

同企業体を構成

○（JV ） ○ （JV ） ○（JV ）
○（武 雄市内 に

本 社）

情報セキュリティ

マネジメント認証
- IS 96163保有 - -

個人情報保護に関

する知見を有する

○ ○ ○ -

地域 ポータルサイ

ト・職員ポータル

サイトの知見およ

び実績

Ｏ - ○ -

国の実証事業への

参加実績
○ ○ - -

地域ポータルサ イ

ト企画・コンテン

ツ作成・サイト構

築を一貫して実施

可能

○ - ○ -

事業 の汎用的展開

が可 能。継続した

活動実績を有する

○ ○ Ｏ -

〇：満たす　　 ー：不明

一 一
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